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1. はじめに 
 

前田[1]は，観光情報を「観光者が観光をする

際のあらゆる場面において必要となる情報」と

定義している．安村ら[2]は，観光行動ステージ

による観光情報の分類をおこなった．市川ら[3]

は，安村がおこなった観光情報の分類について，

観光における観光情報は，準備段階で必要な

「事前情報」，目的地で必要な「現地情報」，

観光が終わった後に取り扱う「事後情報」の 3つ

の情報に分類され，それぞれの段階に応じた内

容と形態で適切な情報を発信していく必要性が

あると述べている． 

紙のパンフレットは，観光地において入手さ

れる貴重な「現地情報」であり，スマートフォ

ンが普及した現在においても多くの観光者が利

用している．これら観光パンフレットは，観光

地を PR するための様々な情報が充実しているこ

とに加え，豊富な写真やイラストが使用されデ

ザイン的にも工夫が凝らされている．しかしな

がら，イベント期間終了など観光パンフレット

に記載される情報に変更が生じた場合，情報が

更新されたパンフレットを新たに印刷する必要

があり，古いパンフレットは破棄される． 

本研究ではオンデマンド観光パンフレット印

刷システム「KadaFlier/カダフライヤ（以下，

カダフライヤと呼ぶ）」を開発する．カダフラ

イヤは，観光者が観光地を訪れ，パンフレット

を手に入れる際，インターネット上から取得し

た最新の観光情報を元に観光パンフレットを生

成すると共に，パンフレットの裏面に観光者の

属性に合わせたチラシを印刷するシステムであ

る．本論文ではオンデマンド観光パンフレット

印刷システム「KadaFlier/カダフライヤ」につ

いて述べる． 

 

2. カダフライヤの概要 
 

本章では，カダフライヤの概要について述べ

る．カダフライヤは，観光者が観光地を訪れ，

パンフレットを手に入れる際，インターネット

上から取得した最新の観光情報を元に観光パン

フレットを生成すると共に，パンフレットの裏

面に観光者の属性に合わせたチラシを印刷する

システムである．図 1は，カダフライヤの概要を

示している．カダフライヤは，「カダフライヤ

サーバ」と「カダフライヤアプリケーション」

から構成される．「カダフライヤサーバ」は，

「パンフレット生成機能」，「パンフレット更

新機能」，「観光情報取得機能」から構成され

る．「カダフライヤアプリケーション」は，

「パンフレット表示機能」，「印刷機能」から

構成される． 

カダフライヤは，Microsoft 社の提供する 

Microsoft Power Platform[4]を用いて構築する．

Microsoft Power Platform は，Microsoft Power 

Apps[5] ， Microsoft Power Automate[6] ，

Microsoft Power BI[7] ， Microsoft Power 

Virtual Agents[8] の 4 種類のサービスから構

成され，エンドユーザコンピューティングを実

現する手段として普及が広がっている．本研究

では，Microsoft Power Apps，Microsoft Power 

Automateを用いて Microsoft SharePoint[9]，外

 
図 1 カダフライヤの概要 
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部 APIを連携させ，Microsoft Power Appsを用い

た Webアプリケーションとして開発をおこなう． 

 

2.1 カダフライヤサーバ 
 

本節では，「カダフライヤサーバ」について

述べる．「カダフライヤサーバ」は，Microsoft 

Power Automate および，Microsoft SharePoint

より構築されている．「カダフライヤサーバ」

は，観光者がカダフライヤにアクセスした際，

インターネット上から観光情報を取得する「観

光情報取得機能」，取得した最新の観光情報を

元に観光パンフレットを生成する「パンフレッ

ト生成機能」，取得した最新の観光情報を元に

観光パンフレットを更新し，観光者の属性に適

したチラシを選択する「パンフレット更新機能」

から構成される． 

 

2.2 カダフライヤアプリケーション 
 

本節では，「カダフライヤアプリケーション」

について述べる．「カダフライヤアプリケーシ

ョン」は，Microsoft Power Apps および，外部

API より構築されている．「カダフライヤアプリ

ケーション」は，観光者が観光パンフレットを

オンデマンド印刷するためのアプリケーション

であり，観光者が所有する携帯情報端末上で動

作する．観光者に生成された観光パンフレット

を表示する「パンフレット表示機能」,観光者が

表示された観光パンフレットを選択し，印刷す

る「印刷機能」により構成される．図 2は，「パ

ンフレット表示機能」の画面を示している． 

 

3. まとめ 
 

本論文では，オンデマンド観光パンフレット

印刷システム「KadaFlier/カダフライヤ」の概

要について述べた．カダフライヤは，観光者が

観光地を訪れ，パンフレットを手に入れる際，

インターネット上から取得した最新の観光情報

を元に観光パンフレットを生成すると共に，パ

ンフレットの裏面に観光者の属性に合わせたチ

ラシを印刷するシステムである．現在，開発し

たシステムの有効性を確認する実証実験の実施

にむけて準備をすすめている．  
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図 2 「パンフレット表示機能」の画面 
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